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分野・必選別・
単位数 共通科目 必修 1単位

科目ナンバー T2A107

博士前期 配当年次 1年 配当学期 前期 授業方法 講義

回数

1 冲永　隆子 准教授

2 冲永　隆子 准教授

3 冲永　隆子 准教授

4 冲永　隆子 准教授

5 冲永　隆子 准教授

6 冲永　隆子 准教授

7 冲永　隆子 准教授

8 冲永　隆子 准教授

【事前学修】

【事後学修】

【必要時間】

倫理的な看護実践に必要な知識や諸概念を学び、患者や患者家族の人権擁護、知る権利、QOLの向上などの側面から、看護実践にお
ける倫理とは何かを探求すること、またプレゼンテーションを目標とする

参考書

成績評価の方
法および基準

その他履修上
の注意事項

試験やレポート等に対し、講義の中での解説等のフィードバックを行う。
カリキュラムマップのDP1が、この科目と本専攻の学位授与方針との関連を示している。

最終授業後提出のレポート50％、授業内発表50％で評価する。

塚田敬義・前田和彦編『改訂生命倫理・医事法』（医療科学社、2018）※こちらで用意しますので、購入の必要はありません。

教科書 『看護学生の医療倫理』（丸善出版、2012）

担当者

事前医療指示（リビング・ウイル、アドバンス・ディレクティブ）、アドバンス・ケア・プランニング（人生
会議）について説明できる。国内外の現状と課題について説明できる。

エンドオブライフケア
「4分割法」で「ビデオ：老人の友」（高齢者の延命措置、尊厳死問題）を検討・評価できる。

事前事後学修
の内容および
それに必要な

時間

指定したテキストの次回授業部分を事前に読んでおくこと。
次回の授業内容を予習し、用語の意味等を理解しておくこと。

授業中の疑問点をまとめ、教科書等を利用し、次回授業までに解決しておくこと。

当該期間に30時間以上の予復習が必要。

看護倫理科目名

授
業
計
画

行動目標

医療倫理学・看護倫理学の確立背景
医療倫理学・看護倫理学の概念史を概説できる。現状と課題について説明できる。

看護実践で遭遇した倫理的問題について―原則に基づくアプローチ	今までの実践や実習などで
感じた倫理的課題について説明できる。

患者の権利と医師の善行・不加害原則
エホバの証人輸血拒否問題。善行の原則、IC、自己決定権、QOL、SOL等を説明できる。

患者の権利と自律尊重、治療選択権
「4分割法」で「ビデオ：花のプレゼント」（エホバの証人輸血拒否問題）の検討・評価できる。

終末期医療：緩和ケア、延命措置の問題について説明できる。国内外の現状と課題について説
明できる。

終末期医療：尊厳死・安楽死問題について説明できる。国内外の現状と課題について説明でき
る。

担当教員

課程

授業の概要
医療現場や専門分野における倫理的な問題や葛藤について関係者間での倫理的調整を行うための基礎となる倫理に関する諸理論、倫
理原則・倫理綱領について教授する。今期はコロナ禍での医療現場のジレンマ、トリアージ、弱者へのケアの問題についても教授する。

◎准教授　冲永隆子（共通教育センター）

授業の
到達目標


